
うめきた基本方針のＨ25～27年度の取組みの評価と改定案

うめきた基本方針（現行）

平成２５年５月

うめきた基本方針（改定版）　【案】

平成２８年３月

（下線箇所が修正箇所。統計的な数字は公表時の最新データに修正。）

「改定版」の考え方　：　25～27年度の取り組みを継承し、28年度からの３年間の方針とする。
　

うめきたにおけるグローバルイノベーション創出支援の基本方針 うめきたにおけるグローバルイノベーション創出支援の基本方針（改定版）

大阪府・市は、概ね2020年までの10年間の成長目標を掲げた「大阪の成長戦略」において、大阪・関西がめざすべき方向性として、高付加価値を創出する「ハ
イエンド都市」とアジアと日本各地の結節点として「中継都市」を掲げた
本基本方針は、この実現をめざし、国内外の専門家の知見を得て、グローバル時代における大阪のイノベーション創出支援を進めるにあたっての基本方針と
してとりまとめたものである

大阪府・市は、概ね2020年までの10年間の成長目標を掲げた「大阪の成長戦略」において、大阪・関西がめざすべき方向性として、高付加価値を創出する「ハイエンド
都市」とアジアと日本各地の結節点として「中継都市」を掲げた。
本基本方針は、この実現をめざし、国内外の専門家の知見を得て、グローバル時代における大阪のイノベーション創出支援を進めるにあたっての基本方針として平成
25年５月にとりまとめたものである。この間、本市はうめきたに「大阪イノベーションハブ」を開設し、多くのイノベーション人材やメンター人材、ベンチャーキャピタル、大
学、大企業、中小企業などを呼び込みイノベーションの創出を支援してきた。また国際会議の開催や米国シリコンバレーへの起業家派遣などを通じて大阪の起業家を
世界に送り出し、大阪の取り組みを世界に伝えてきたところである。
今般、当初３年間の目標期間の終了に際し、引き続き、世界にイノベーション拠点としての大阪の存在感を示していくため、今後の活動の指針とすべく本基本方針の
改定を行うものである。

１　背景と課題 １　背景と課題

・これまで、大阪・関西は世界的にも圧倒的な企業集積のもと、オランダ１国を凌ぐGDPを創出するまで成長してきた。また、大学、研究機関も多数集積してお
り、東京23区と同水準の大学学生数50万人（大阪府・京都府・兵庫県の合計-文部科学省｢平成23年度学校基本調査｣）を擁する我が国有数の人材集積地で
もある。このように豊富な自前の 経営資源を活かし、国内市場の拡大とともに成長してきた
・ところが、90年代以降、本社機能の流出、製造業を取り巻く環境の激変などにより、従来の方法では成長を維持することが困難になっている
・国境を越えた競争がおこる21世紀のグローバル経済では、クラウド、モバイル、ユーザー指向のデザイン等新しいＩＴの活用やハードウェアとソフトウェアの融
合、また再生医療や医療機器等ライフイノベーション、新エネルギー等グリーン分野が新たな産業発展の牽引力となり、これらをとらえ、高い付加価値を創出
することが成長の鍵となっている。このまま対応策をとらなければ、大阪・関西の産業は今後一層困難な状況に陥ると考えられる
・この状況を打開するためには、広く世界中からパートナーを探し、最適な組み合わせによってこれまでにない新しいビジネスを生み出し、数多くの起業や新事
業を創出していくことが必要となる

・大阪は、歴史的に交通の要衝であり、世界との交易で発展してきた商人の街として知られる。この商人文化に培われた、多様なるものを受容し、変化を楽しみ、何も
のにもとらわれない自由闊達で、進取に富んだ気質は、大阪人の強みである。
・こうした歴史や文化的基盤を背景にして、大阪・関西は世界的にも圧倒的な質と量を持つ企業集積を実現し、オランダ１国を凌ぐGDPを創出するまでに成長してき
た。また、大学、研究機関も多数集積しており、東京23区と同水準の大学学生数50万人（大阪府・京都府・兵庫県の合計-文部科学省｢平成23年度学校基本調査｣）を
擁する我が国有数の人材集積地でもある。このように、大阪は、豊富な自前の経営資源を活かし、国内市場の拡大とともに成長してきた。
・ところが、90年代以降、東京への一極集中にともなう本社機能の流出や、製造業を取り巻く環境の激変などにより、成長を維持することが困難になっている。また、
我が国では多くの若者の間で大企業指向・安定指向が主流であり、最新の理系大学院生を対象とした調査において起業志望はわずか0.3%に対し、既存企業の就職
希望が95.7％と依然起業に対する意識が相当低い状況にある(リクルート｢大学生の就職内定状況調査(2013年卒)2012年10月度｣)。さらに、日本の開業率は米国、英
国の半分程度であることや、ベンチャー投資が米国と比べて10分の１にも満たないことから、決して起業や新事業創出が次々と興る環境と言える状況ではない。

同　左

・ところが、未だ我が国では多くの若者の間で大企業指向・安定指向が主流であり、最新の理系大学院生を対象とした調査において起業志望はわずか0.3%に
対し、既存企業の就職希望が95.7％と依然起業に対する意識が相当低い状況にある(リクルート｢大学生の就職内定状況調査(2013年卒)2012年10月度｣)
・さらに、日本の開業率は米国、英国の半分程度であることや、ベンチャー投資が米国と比べて10分の１にも満たないことから、決して起業や新事業創出が
次々と興る環境ではない
・イノベーションを次々と生み出す地域としていくためには、まず起業、新事業創出を育む環境づくりに取組み、成長著しいアジア市場をはじめとして、最初から
世界市場をターゲットとして行動を起こす人々に選ばれる場としくみづくりが必要である
・大阪・関西では、地域が一体となって「関西イノベーション国際戦略総合特区」を推進しており、大阪駅周辺地区は、イノベーションプラットフォームとして位置
づけられている
・さらに、ここでは民間による知的創造拠点ナレッジキャピタルの形成が進められており、イノベーション・エコシステムの構築に向けた相乗効果の創出が期待
される

・一方、国境を越えた競争がおこる21世紀のグローバル経済では、クラウド、モバイル、ソーシャル、ユーザー指向のデザイン等、新しいＩＴの活用やハードウェアとソフ
トウェアの融合の進展、また再生医療や医療機器等のライフイノベーション、新エネルギー等のグリーン分野などの新たな産業が、発展の牽引力となり、高い付加価
値を創出する成長の鍵となっている。
・また、既存の固定化した組織や人材等の経営資源を開放し、組織、国籍を超えて、広く世界中からパートナーを探し、最適な組み合わせを実現する「オープンイノ
ベーション」も重要な課題となってきている。
・イノベーションが次々と生み出される大阪をつくり、大阪をさらに成長させるためには、まず起業、新事業創出を育む環境づくりに取り組み、成長著しいアジア市場を
はじめとして、最初から世界市場をターゲットとして行動を起こす人々に選ばれる場としくみづくりが必要である。

２　基本方針の目的 ２　基本方針の目的

・大阪に世界中からイノベーションの種が集まり、大阪を経由して成長した種が世界市場に飛び出していくという、日本で一番イノベーションに開かれた中継都
市を実現する
・グローバル経済の激しい競争のもとでは、イノベーションを生み出し続けることが不可欠であり、従前の自前主義 から脱却し、組織や国境を越えたオープン
イノベーションに取り組むことが急務である
・また、革新的な発想を生み出す起業家やベンチャー企業は、新たなビジネス創出のプレイヤーであるとともに、既存の企業にとっても有望なパートナーであ
り、彼らの力強い成長を支援する場の形成が必要である
・アジアをはじめとする世界市場の成長をとり込みイノベーションを生み出すためには、グローバルなチームによる取り組みが不可欠であり、世界中から人・技
術・資金・情報を集めるエコシステムを構築することが必要である

・大阪に世界中からイノベーションの種が集まり、大阪を経由して成長した種が世界市場に飛び出していくという、日本で一番イノベーションに開かれた中継都市を実
現する。
・グローバル経済の激しい競争のもとでは、イノベーションを生み出し続けることが不可欠であり、従前の自前主義 から脱却し、組織や国境を越えたオープンイノベー
ションに取り組むことが急務である。
・また、革新的な発想を生み出す起業家やベンチャー企業は、新たなビジネス創出のプレイヤーであるとともに、既存の企業にとっても有望なパートナーであり、彼ら
の力強い成長を支援する場の形成が必要である。
・ アジアをはじめとする世界市場の成長をとり込みイノベーションを生み出すためには、世界が認め、世界とつながるイノベーション拠点を大阪につくり、世界中から
人・技術・資金・情報を集め自律的に循環するエコシステムを構築することが必要である。

Ｈ２５～２７年度の進捗自己評価（案）と今後の方針
Ｓ：非常に順調に進んでいる
Ａ：概ね順調に進んでいる
Ｂ：取り組まれているが、実績は乏しい
Ｃ：実績がない又は、ほとんど取り組めていない

-1,536,127

-534,630

-729,920

-346,732

-256,258

394,195

1,886,558

50年以上

40年～50年

30年～40年

20年～30年

10年～20年

5年～10年

0年～5年

企業設立年数と雇用者数の変化
2001年～2006年 

国内100万社の企業を調査 

起業が雇用を後押しすることが示さ
れている 

会社設立0年から5年の企業の雇用
は180万人を超える 

設立50年以上の企業では反対に
150万人の減少 

（一橋大学深尾京司教授「日本経済再生の

原動力を求めて」2010年11月） 

世界が認め、世界とつながるイノベーション拠点を大阪につくる 

資料 ２ 

世界に通用するイノベーション拠点をつくる 
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３　基本方針の方策 ３　基本方針の方策

・世界に通用するイノベーションのエコシステムをつくる。エコシステムの要素はすべて大阪にある必要はなく、世界中にある資源を組み合わせるため、世界と
大阪・関西のイノベーション活動の中継地となる拠点を大阪につくる
・うめきたを中心に、成長の初期段階から、将来のグローバル展開を見据えたプロジェクトを組成・育成する機能を備え、次々とイノベーションを生みだし、世界
へ展開していく足掛かりとなる場としくみを構築する

〔理念〕　多様な人びとが、オープンマインドで、フラットな関係でつながる

○　世界に通用するイノベーションのエコシステムをつくる
・エコシステムの要素はすべて大阪にある必要はなく、世界中にある資源を組み合わせるため、世界と大阪・関西のイノベーション活動の中継地となる拠点を大阪に
つくる。
・事業成長の初期段階から、将来のグローバル展開を見据えたプロジェクトを組成・育成する機能を備え、次々とイノベーションを生み出し、世界へ展開していく足掛か
りとなる場としくみを、うめきたを中心に構築する。

○ 域内の強みを集積し、結合し、反応させる
・風土的強みと人的資源の強みに加え、関西の持つ世界的な規模での企業集積や、高度な技術集積の強みを結合し、反応を促進する。
・集積・結合・反応を起こす人材・機能（スーパープロデューサー）を集める。

○ 産学官金の連携ネットワークを強固にする
・産学官金の強固な連携ネットワークにより、街ぐるみの運動を行っていく。

○ 民間主導の運営体制を構築する
・ この運動を街ぐるみの運動にしてゆくのは、自治体の大きな役割であるが、実際の活動は、あくまで民間主導とする。行政は、民間の支援者として、起業家が生ま
れ、成長し、成功者が次の成功者を育成する循環環境の整備、世界に通用する自律的なイノベーションエコシステムの土壌をつくる役割を担う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪イノベーションを創出するしくみ≫ 　　　　　　≪イノベーションを創出するしくみ≫

４　基本方針の期間 ４　基本方針の期間

平成２５年度から概ね３年間とし、３年目に見直しを行う 平成２８年度から概ね３年間とし、３年目に見直しを行う。

５　基本方針の目標 ５　基本方針の目標

■ ３年後に、大阪が世界にイノベーションを生み出す拠点として認知される
　【目標の達成度を測定するための指標等】

［①　本拠点の趣旨に賛同し活動に参画またはSNS等でつながる人数　 １００，０００人］
　　　　　(１年目３万人､２年目３万人､３年目４万人：増加者数)
　　　　イノベーション創出のためには多様な人材の参画が必要であり、まず必要条件として、本拠点が広く認知され､支持されている状況をめざす

［②　グローバル展開を見込まれるプロジェクト創出支援　 １００件 ］
　　　　（１年目２０件､２年目３０件､３年目５０件）
　　　　スーパープロデューサーによって質の高いネットワークを構築し、質の高い支援コミュニティによるエコシステムを創生する

■：Ａ

①：Ａ

②：Ａ

国際会議やシリコンバレーツアーをはじめ、米・英国領事館、香
港、イスラエル関係者によるイノベーションハブでのイベント、
SLUSH ASIAやバルセロナのスマートシティエキスポでの大阪市
の取り組みの紹介など様々な機会を通じて世界に発信することが
できた。今後は世界の中で存在感を持てるよう取り組んでいく。

168,735件　（H25.4～28.2）

115件 　（H25.4～28.3）

■ 大阪のイノベーション・エコシステムが、世界に認められ、世界につながるエコシステムとして、
　　更なる成長をめざすため進捗を示す指標として、下記を目標とする

［① 　本拠点の趣旨に賛同し新たに参画またはSNS等でつながる人数　  １５０，０００（３年間）］
　　　　イノベーション創出のためには多様な人材の参画が必要であり、必要条件として、本拠点が広く認知され､支持されている状況の強化をめざす

　　　　（参考実績：平成27年度　約 50,000人増加）

［② 　平成30年度のピッチイベント開催回数　50回]
　　　　有望な起業家が存在し、資金獲得や支援者との出会いにつなげるピッチイベントの開催頻度により、イノベーション・エコシステムの発展段階が見える
　　　　（参考実績：平成27年度までは年間30回程度を開催）

［③ 　グローバル展開を見込まれるプロジェクトの創出・推進支援　 150件（３年間）、ベンチャー企業等が投資を受けた額　 ２５億円（３年間）］
　　　　スーパープロデューサーを中心に質の高いネットワークを構築し、質の高い支援コミュニティによるエコシステムによって、プロジェクトの創出や推進に寄与する
　　　　（参考実績：平成２７年度までの３年間で115件のプロジェクトを支援し、17億円の資金を獲得）

■ 戦略イメージ

スーパープロデューサー・ネットワーク

大阪の
ポテンシャル

大学
中小・中
堅企業 大企業

チーム編成

海外の
投資家

国内の
投資家

国内の
起業家

学生

投資

次々とイノベー
ションが生まれる

イノベーション
活動のスタート

プロジェクト
の発信

海外の
起業家

ファンド

成功事例

シリコンバレー

アジア
海外
人材

ニーズ発掘

情報発信＜英語＞ 国際会議 人材発掘・ﾈｯﾄﾜｰｸ

スーパープロデューサー・ネットワーク

大阪の
ポテンシャル

大学
中小・中
堅企業 大企業

チーム編成

海外の
投資家

国内の
投資家

国内の
起業家

学生

投資

次々とイノベー
ションが生まれる

イノベーション
活動のスタート

プロジェクト
の発信

海外の
起業家

ファンド

成功事例

シリコンバレー

アジア
海外
人材

ニーズ発掘

情報発信＜英語＞ 国際会議 人材発掘・ﾈｯﾄﾜｰｸ

■ 戦略イメージ

大阪・関西の 

ポテンシャル 
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６　基本方針の視点 ６　基本方針の視点

①　国内外のスーパープロデューサーを核としてイノベーション創出支援チームを生み出し、起業家、ベンチャー企業の成長を支援する
・イノベーション創出には将来の成長ニーズをつかみ、世界中から適切なシーズ・技術、プレイヤーを目利きするスーパープロデューサーが必要不可欠である
・さまざまな関係者をつなぎ、質の高いネットワークを構築し、コミュニティを育てていくスーパープロデューサーを拠点に配置する。
・世界中の技術開発や新事業創出をめざす人たちを応援するコミュニティと連携し、グローバルな観点を持つ海外人材と国内事情に精通した人材を組み合わ
せるなど、イノベーション創出支援チームを組成し、活動を展開する
・イノベーション・エコシステムの中核となるファンドの組成を促し、うめきたをゲートウェイとして世界と繋がり、さらなる人・資金・情報の集積を促進する

B ・イノベーション創出のための要素をつなぐ機能の充実に向け、拠
点での人材の配置、コミュニティリーダーの巻き込み、シリコンバ
レーの状況に通じた人材が参加するメンター集団などを形成し
た。
・さらに大阪市が参画して50億円規模のファンドの組成も成功し、
プロジェクトを支援する体制は整いつつある。
・一方、イノベーション創出の要素をつなぎ、無から有を生むよう
な”イノベーションが次々と起こる状況”をつくりだすには道半ばで
あり、今後、外部資源の巻き込みを加速しスーパープロデュー
サー機能の一層の充実に努めていく必要がある。

①　国内外のスーパープロデューサーを核としてイノベーション創出支援チームを生み出し、起業家、ベンチャー企業の成長を支援する
・イノベーション創出には将来の成長ニーズをつかみ、世界中から適切なシーズ・技術、プレイヤーを目利きするスーパープロデューサーが必要不可欠である。
・さまざまな関係者をつなぎ、質の高いネットワークを構築し、コミュニティを育てていくスーパープロデューサーを拠点に配置する。
・世界中の技術開発や新事業創出をめざす人たちのコミュニティや、彼らを支援するコミュニティと連携し、グローバルな観点を持つ海外人材と国内事情に精通した人
材を組み合わせるなど、イノベーション創出支援チームを組成しながら、活動を展開する。
・イノベーション・エコシステムの中核となるベンチャーキャピタル、ファンドやシードアクセラレーターの充実や大学との連携、大企業の巻き込みを促し、うめきたをゲー
トウェイとして世界と繋がり、さらなる人・資金・情報の集積を促進する。

②　ニーズが見え、技術が見つかり、イノベーションのプロセスそのものを「見える化」するイノベーションプラットフォームを構築する
・関西最大の都心機能を活用し、さまざまな場面のニーズの顕在化とテスト、技術シーズの探索、プロジェクトチームの編成、発信をパイプラインとして一気通
貫に行い、イノベーションのプロセスを見える化する
・グローバルに求められるサービス創出をめざし、新たな技術開発をテーマに、個人や中小企業も参画できる実証実験プラットフォームを導入する
・大阪の地場の技術の取り込みやプロトタイプの投入などにより、大阪が世界市場展開前の実験場となる
・イノベーション創出活動への参加を促進するために、まず成功事例をつくって見せ、具体的な目標と活動イメージをつくりだす

A ・H25年度に大阪イノベーションハブを開設し、以来２年間で380件
のイベントと25,000人の参画を得てイノベーション創出に取り組ん
でいる。
・ものアプリハッカソンから生まれた電子玩具Moffやシリコンバ
レーツアーをきっかけに事業化に至った電子保証書事業の
Warantee、デジタル名刺交換システムのCofameなどの事例を生
み出すことにも成功した。
・今後は、成功事例の発信を強化し、後に続くイノベーション人材
を発掘して更なる成功事例の創出につなげていく。プロジェクトの
推進をサポートし、支援者や提携先につなげるためのピッチイベ
ントの充実にも努めていく。

②　ニーズが見え、技術が見つかり、仲間やメンター、支援者などと出会うイノベーションのプロセスそのものを「見える化」するイノベーションプラットフォームを構
築する
・関西最大の都心機能を活用し、さまざまな場面のニーズの顕在化とその検証活動、技術シーズの探索、プロジェクトチームの編成、活動などの情報発信を一気通貫
で行い、イノベーションのプロセスを見える化する。
・グローバルに求められるサービス創出をめざし、新たな技術開発をテーマに、個人や中小企業も参画できる実証実験プラットフォームを構築する。
・大阪の地場の技術の取り込みやプロトタイプの投入などにより、大阪が世界市場展開前の実験場となる。
・イノベーション創出活動への参加を促進するために、成功事例をつくって見せ、具体的な目標と活動イメージをつくりだす。
・イノベーション・エコシステムの発展状況の指標となる、コミュティ主催イベントやハッカソン、支援者によるアクセラレーション活動、資金獲得や支援者との出会いに
つながるピッチイベントを数多く実施する。

③　英語を使って世界とつながる
・世界から情報が集まることをめざし、まず発信から取り組む
・うめきたの機能と、これまで蓄積された大阪の技術や企業の情報、成功事例などを英語で世界に発信する
・来訪者が英語を使って人・資金・情報とつながる環境をつくる
・世界からイノベーション活動を共にする仲間、同志を引きつけ、人材の層を厚くすることによってイノベーションの成功確率を高める

A 英語による国際会議、WEB、SNSでの発信、海外のイノベーション
創出に取り組む機関との関係構築などを実施してきた。今後、更
に発信力を強化し世界から人材を引き付けるため、海外の関係
機関との連携強化など具体的な取り組みが必要。

③　英語を使って世界とつながる：グローバルコミュニティに接続し人材を引き付ける
・世界から人材や情報が集まることをめざし、情報発信に注力する。
・うめきたの機能と、これまで蓄積された大阪の技術や企業の情報、成功事例などを英語で世界に発信する。
・来訪者が英語を使って人・資金・情報とつながる環境をつくる。
・世界からイノベーション活動を共にする仲間、同志を引きつけ、多様な人材の層を厚くすることによってイノベーションの成功確率を高める。

７　取組みの方向 ７　取り組みの方向

同　左

さまざまなプレイヤーが集い、社会
ニーズの顕在化やアイデアから新
しいビジネスモデルを検討

第１段階
【ニーズ顕在化】

第２段階
【チーム編成】

第３段階
【プロジェクトの発信】

プロジェクトに必要な技術、人材
を目利きしてチーム編成

資金獲得できるビジネスプランへ
のブラッシュアップを後押し

自立化

スーパープロデューサー・ネットワーク

話題提供

アイデアソン

ハッカソン

研究会

国際イノベーション会議

ファンドが
起業家の

事業を育成

企業が自社
の新事業を
立ち上げ

コミュニティ形成

■ プロジェクトを育てる支援プロセス

The Lab. 

【活動展示、試作展示】 

・コンテンツディレクター 

・コミュニケータ― 

による展示の支援 

ナレッジオフィス・ 
コラボオフィス 

【入居オフィス】 

・海外機関オフィス 

・研究機関オフィス 

・会計士等オフィス 

・レンタルオフィス 

  

ナレッジキャピタル 

試作品展示 

入居機関と連携、 

新規事業のオフィス入居 

一般来場者 企業等 

■ プロジェクトを育てる支援プロセス
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①　スーパープロデューサー・ネットワークの構築 ①　スーパープロデューサー・ネットワークの構築

■  大阪にイノベーション・エコシステムを構築するため、国内外で活躍するスーパープロデューサー（イノベーション創出に顕著な
成果をあげている人材）を核に、必要な支援を行う専門知識や経験を有するイノベーション創出支援チームを創出し、起業家、ベン
チャー企業の成長支援

B

・ＯＩＨでの活動により人材が集まっており、メンタリングチームが形成さ
れるなど創出支援チームの創出も徐々に進んでいるが、海外からの人
材流入はまだ無い。

■  大阪にイノベーション・エコシステムを構築するため、国内外で活躍するスーパープロデューサー（イノベーション創出に顕著な成果を
あげている人材）を核に、必要な支援を行う専門知識や経験を有するイノベーション創出支援チームを創出することによる起業家、ベン
チャー企業への成長支援。

■   大阪にイノベーション創出支援チームが集まり、情報を収集・交換しながら活動を展開する場としくみを構築 Ｂ

・イノベーション創出支援チームの創出としては、メンタリングチームがで
きている程度でさらに拡大させる必要がある。 ■   大阪にイノベーション創出支援チームが集まり、情報を収集・交換しながら活動を展開する場としくみを構築。

【取り組み】 【取り組み】

Ｂ

上記のとおり

・スーパープロデューサーを核とし、イノベーション創出をミッションとして活動するチームを生み出す 上記のとおり ・スーパープロデューサーを核とし、イノベーション創出をミッションとして活動するチームをつくる。

・シリコンバレーをはじめ、国内外で活動する起業家支援コミュニティと国際的な連携を構築し、大阪から世界の最先端の情報・人材
などに直結する「ルート」をつくる

・ＳＶツアー、英国領事館・ロンドン市との協調事業、、香港貿易発展局と
の共催イベント、イスラエルの邦人拠点との連携、ジェトロとの連携、国
際的なウェブメディア（Tech in Asia)との連携など進んでいるが、双方向
で必要なときに情報の探索・提供をできるような状態にはなっていない。

・シリコンバレーをはじめ、国内外で活動する起業家コミュニティ、起業家支援コミュニティと国際的な連携を構築し、大阪から世界の最先
端の情報・人材などに直結する「ルート」をつくる。

Ｂ

・ＶＣや士業からなるメンタリングチームを配置し、定期的にメンタリング
プログラムを実施しているが、十分とはいえない。
・監査法人との共催でメンタリング付きイベントを実施。
・国家戦略特区で設置している雇用労働相談センターと連携した相談事
業を実施。

・最先端で活躍するイノベーターを招聘し、直接対話することによって、最新の潮流を知り、自らの事業計画について実践的なアドバ
イスを受けることができる機会をつくる

・最先端で活躍するイノベーターを招聘し、直接対話することによって、最新の潮流を知り、自らの事業計画について、多様な分野で、専門
的・実践的なアドバイスを受けることができる機会をつくる。

Ｂ

・市職員による産学連携本部とのネットワークは構築できているが、それ
を使ってのシーズ発掘の実績はまだ無い。

・スーパープロデューサーの活動を支えるため、大学の産学連携本部などと連携し、必要な時に迅速に大阪・関西に存在する優れた技
術を探索するネットワークを構築する

・スーパープロデューサーの活動を支えるため、大学の産学連携本部などと連携し、必要な時に迅速に大阪・関西に存在する優れた技術を探
索するネットワークを構築する。

Ａ

下記のとおり。

・ベンチャーキャピタルをはじめ投資家等とのネットワークを構築することによって、拠点における事業の目利き力と資金獲得能力を
高める

ＶＣ等の前でピッチを行うイベントを実施し、起業家へのフィードバックや
資金調達につなげている。

・ベンチャーキャピタルをはじめ投資家等とのネットワークを構築することによって、拠点における事業の目利き力と資金獲得能力を高め
る。

・イノベーション・エコシステムの中核となって、有望な事業を育成するファンドの組成を促す

・グローバルイノベーションファンドの組成に成功（27．5）
・シード期の資金供給も充実させていく必要がある。 ・イノベーション・エコシステムの中核となって、有望な事業を育成するベンチャーキャピタル、ファンド、シードアクセラレーターの充実

を促す。

Ｂ

・ＶＣや士業からなるメンタリングチームを配置し、定期的にメンタリング
プログラムを実施。
・海外の支援者と迅速につながる状況には至っていない。

・イノベーション創出活動を拡大させるため、国内外のコンサルタント、弁護士、弁理士、会計士等とネットワ―クを結び、具体的な
事業計画の立案などをワンストップで柔軟かつ迅速にサポートできるしくみを構築する

・イノベーション創出活動を拡大させるため、国内外のコンサルタント、弁護士、弁理士、会計士等とネットワ―クを結び、具体的な事業計
画の立案などをワンストップで柔軟かつ迅速にサポートできるしくみを構築する。

―

イノベーション創出環境には大企業との連携が必要であり、改定を機に
明記。（これまでは、大企業がベンチャー等から事業提案を受けるイノ
ベーションエクスチェンジや大企業との連携ハッカソンなどを開催）

・ベンチャー創業の出口戦略において重要な存在である大企業に対し、オープンイノベーションの機会を提供し、グローバルイノベーション
創出の取り組みへの参画を促す。

②　イノベーションプラットフォームを構築し、イノベーションプロセスを加速する「見える化」
（ニーズの発掘・顕在化、プロジェクトチーム編成と成功ケースづくり）

②　イノベーションプラットフォームを構築し、イノベーションプロセスを加速する「見える化」
（ニーズの発掘・顕在化、プロジェクトチーム編成と成功ケースづくり）

■   うめきたの特徴（都心、商業地、ナレッジキャピタルの機能）を最大限活かし、社会におけるニーズを発掘・顕在化する Ｂ

・ニーズ顕在化Ｐでうめきた来場の一般市民を対象にニーズ調査や先端
技術に対する意識調査などを実施した。今後は実証実験での活用など
うめきたのポテンシャルをさらに活かしていく必要がある。 ■   うめきたの特徴（都心、商業地、ナレッジキャピタルの機能）を最大限に活かし、社会におけるニーズを発掘・顕在化する。

■   事業化に必要となる技術を、世界中から探し、最適なプレイヤーからなるプロジェクトチームを編成することができる場を開設 A

・世界中から技術を探索し、最適なプレイヤーからなるプロジェクトチー
ムを編成した事例は無いものの、うめきたの立地環境はそのポテンシャ
ルを有しており、ＯＩＨを整備している。 ■   事業化に必要となる技術を、世界中から探し、最適なプレイヤーからなるプロジェクトチームを編成することができる場を整備。

■   イノベーション創出をうみだす人材をひきつけるリーディング・プロジェクトを立ち上げ、成功ケースをつくりだす A

Moffなどの成功事例を生みだした。今後、成功事例の露出を強化してイ
ノベーション人材のすそ野の拡大、呼び込みにつなげる必要がある。 ■   イノベーション創出を生み出す人材をひきつけるリーディング・プロジェクトを立ち上げ、成功事例をつくりだす。

【取り組み】 【取り組み】

Ａ

・異業種の人材がチームを組んで新事業を考えだすアイデアソンを数多
く実施。ニーズを発掘するスキルの獲得も重要。

・社会のニーズを発掘・顕在化させるため、既存のビジネスを生活者の目線で見直し、将来の事業展開のヒントを探るディスカッショ
ンや、通常では出会う機会が難しい異分野のコミュニティと技術を有する企業をつなぐなど、従来の発想を超える解決策を探るセッ
ションなどを実施する

・社会のニーズを発掘・顕在化させるため、既存のビジネスを生活者の目線で見直し、将来の事業展開のヒントを探るスキルの習得やディス
カッション、通常では出会う機会が難しい異分野のコミュニティと技術を有する企業をつなぐなど、従来の発想を超える解決策を探るセッ
ションなどを実施する。

A

・シーズ発表会の開催やイノベーション創出支援補助金によるシーズと
ニーズをつなげる取り組みを行い、事業化に向かっている事例も出てい
る。

・新製品の開発に必要とされる技術や新たな事業展開における有望なパートナーを探索するため、大学の研究者や技術を保有する企業
などのプレゼンテーションを直接聞き、出会うことができる場を開設する

・新製品の開発に必要とされる技術や新たな事業展開における有望なパートナーを探索するため、大学の研究者や技術を保有する企業などの
プレゼンテーションを直接聞き、出会うことができる場を開設する。

A

・ものアプリハッカソンから生まれたＭｏｆｆの事例がある。拠点において
ハッカソンも多く開催している。

・ユーザーの行動を分析し、３Dプリンタなどを活用してアイディアを素早く試作、検証と改良を繰り返すことによってニーズに適っ
たビジネスを創出するワークショップなどを実施する

・ユーザーの行動を分析し、３Dプリンタなどを活用してアイディアを素早く試作し、検証と改良を繰り返すことによってニーズに適ったビ
ジネスを創出するワークショップなどを実施する。

ニーズ顕在化プロジェクト 
技術を有する企業・エンジニア等がプロジェクトのために必要なパートナー探索や新た

な展開を求めるオープンイノベーションの場づくり 

ものアプリハッカソン 
もの×ICTをテーマに、ニーズから従来にない新しい製品やサービスのプロトタイプ

を短期間で考案し、実際に形にするワークショップを実施。 

ニーズ顕在化アイデアソン 
将来想定されるニーズを議論し、新製品や新サービス開発のヒントを探るオープンな議

論を実施。また、異なる分野・多様な人が出会う機会を創出 

スーパープロデューサーのネットワーク 
拠点にスーパープロデューサーを配置し、プロジェクトを支援する。また、国内外のネット

ワークを構築し、ビジネスの成長を加速させる 

メンターによる指導 
定期・不定期に各分野で活躍するイノベーターや経験豊富な専門家を拠点に招き、起業家

や企業が直接対話またはアドバイスを得られる機会を提供 

大学の産学連携本部ネットワーク 
大阪・関西における最新の研究成果や有望なシーズ情報を集め、有効に活用するため、
大学の産学連携本部と連携体制を構築 

ファンドの組成、VC・投資家ネットワーク 
ファンドを組成し、拠点で創出されるプロジェクトを育てるため、国内外のベンチャー

戦略立案のサポート 
プロジェクトが成長するに従って、知的財産戦略やマーケティングなど、必要となる支

援を段階に応じてスムーズにつなぐ 

ニーズ顕在化プロジェクト 
技術を有する企業・エンジニア等がプロジェクトのために必要なパートナー探索や新た

な展開を求めるオープンイノベーションの場づくり。 

ハッカソン、ものアプリハッカソン 
もの×ICTなどをテーマに、ニーズから従来にない新しい製品やサービスのプロトタイ

プを短期間で考案し、実際に形にするワークショップを実施。 

ニーズ顕在化アイデアソン 
将来想定されるニーズを発掘するスキルの習得、新製品や新サービス開発のヒントを探

るオープンな議論を実施。また、異なる分野・多様な人が出会う機会を創出。 

スーパープロデューサーのネットワーク 
拠点にスーパープロデューサーを配置し、プロジェクトを支援する。また、国内外のネット

ワークを構築し、ビジネスの成長を加速させる。 

メンターによる指導 
定期・不定期に各分野で活躍するイノベーターや経験豊富な専門家を拠点に招き、起業家や

企業が直接対話またはアドバイスを得られる機会を提供。 

大学の産学連携本部ネットワーク 
大阪・関西における最新の研究成果や有望なシーズ情報を集め、有効に活用するため、大
学の産学連携本部と連携体制を構築。 

戦略立案のサポート 
プロジェクトが成長するに従って、知的財産戦略やマーケティングなど、必要となる支援

を段階に応じてスムーズにつなぐ。 

VC・投資家等ネットワーク 
拠点で創出されるプロジェクトを育てるため、国内外のベンチャーキャピタルや投資家と

のネットワークを構築。 

大企業の巻き込み 
オープンイノベーションに熱心な大企業を中心に新たな参画企業も呼び込みながら大企業

とのネットワークを構築。 
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Ｂ

・先端技術の研究会の開催実績は乏しいが、メンタリング活動を実施。
有志が集まって議論できる場を提供し更なる活性化に取り組む。

・ライフサイエンス、グリーンテクロノジー、ITをはじめとする先端的な技術をもとに、未来のビジネス創出をめざす研究会などに
よってプロジェクトチームを編成する

・ライフサイエンス、グリーンテクロノジー、ITをはじめとする先端的な技術をもとに、未来のビジネス創出をめざす研究会などを開催でき
る環境を整える。

Ｂ

・新製品の活用アイデアソンやうめきた公共エリアで、ユーザーの感想
を聞く取り組みを実施。更にうめきたのポテンシャルを活かしていくべ
き。

・実証実験のプラットフォームを構築し、企業のみならず海外の起業家などの参画を促し、オープンイノベーションを推進する ・実証実験のプラットフォームを構築し、企業のみならず海外の起業家などの参画を促し、オープンイノベーションを推進する。

―
・ビジネスアイデアを生み実現させるための機能充実が課題のひとつと
なっており、改定を機に明記。

・成功した先輩起業家からアドバイスを受ける機会や、VCや大企業などとの橋渡しを行い、新事業が早期に実現するようサポートする。

Ａ

・投資家とつなげるのに有効なピッチイベントを積極的に開催しており、
資金獲得できた事例も見られる。
・ピッチの開催頻度はイノベーションエコシステム、充実度の指標ともな
り、更なる拡充が必要であるので、改定を機に「ピッチイベント」と表記を
改めて取り組みを強化。

・国内外の投資家に向けてビジネスプランを披露することができるコンテストなどを通じて、将来の成長が有望な事業の資金獲得を支
援する

・国内外の投資家等に向けてビジネスプランを披露することができるピッチイベントや、コンテストなどを通じて、将来の成長が有望な事業
の資金獲得や支援者との出会いを支援する。

―

・上記ピッチイベントの開催頻度を増やすため、更なる人材拡大が必
要。改定を機に明記。

・拠点で実施するイベントやＷＥＢなどあらゆる機会をとらえて、成功起業家や拠点での成功事例を紹介し、学生・社会人の起業家マインド
を喚起し、イノベーション創出活動への参加を促す。

③－１　グローバル情報発信とグローバルコミュニティへの接続 ③－１　グローバル情報発信とグローバルコミュニティへの接続

■   世界中のイノベーターに向けて、大阪の取組みや技術を英語で発信 Ａ
・英語ＨＰやＳＮＳでの発信を行っている。

■   世界中のイノベーターに向けて、大阪の取り組みや技術を英語で発信。

■   国際会議の開催やソーシャルネットワークを通じて、イノベーション活動を展開しているグローバルなコミュニティに接続 Ｂ

・国際会議登壇者を通じて大阪の取り組みを発信し、またシリコンバレー
ツアーでの大阪の起業家の受け入れなどの協力にも活かしているが、
未だ不十分。海外のイノベーション拠点等との具体的な連携関係の構
築が必要であり、「取り組み」作業のひとつとして新たに明記する。

■   国際会議の開催やソーシャルネットワークを通じて、イノベーション活動を展開しているグローバルなコミュニティと接続。

■   海外から訪れる訪問者が英語で活動できる環境を構築 Ａ
・英語を話せる人材を拠点に配置している。

■   海外から訪れる訪問者が英語で活動できる環境を構築。

【取り組み】 【取り組み】

Ａ

・英語ＨＰやＳＮＳでの発信を行っている。

・本拠点で実施されるイノベーション活動を中心に、大阪の企業、研究機関の持つ優れた技術や人材などをソーシャルネットワークや
動画配信等を活用し、英語で広く世界に発信する

・本拠点で実施されるイノベーション活動を中心に、大阪の企業、研究機関の持つ優れた技術や人材などをソーシャルネットワークや動画配
信等を活用し、英語で広く世界に発信する。

Ａ

・全て英語で進行するプログラムにも関わらず、500名程度の国内外の
参加者を得て過去３回実施。

・大阪が世界中のイノベーション活動を行うコミュニティのネットワーク・ハブをめざし、イノベーションを加速する国際会議を開催
する

・大阪が世界中のイノベーション活動を行うコミュニティのネットワーク・ハブをめざし、イノベーションを加速する国際会議を開催する。
英語での会議進行とＷＥＢ配信により世界へ発信する。

Ａ

・英語を話せる人材を拠点に配置している。

・いつでも世界中からイノベーターが訪れ活動することができるようにするため、スタッフのバイリンガル化を推進するとともに、英
語が話せるボランティア組織を形成するなど、英語でイノベーション活動に参画できる環境を構築する

・いつでも世界中からイノベーターが訪れ活動することができるようにするため、スタッフのバイリンガル化を推進するとともに、英語が話
せるボランティア組織を形成するなど、英語でイノベーション活動に参画できる環境を構築する。

―

・情報発信力の強化のためには、発信したことによる効果が見えること
が重要。効果を目に見えるものとする一環として、実際に協力関係を持
てる海外機関を増やすよう、改定を機に明記。

・海外のイノベーション創出都市などとの連携を強化し、日常的に情報が行き交う状態をつくり、世界の資源を大阪に集め、また大阪の起業
家の海外展開を支援する。

バイリンガル人材の配置 
運営スタッフに英語堪能な人材を配置するとともに、外国語を学び、グローバルに

活動することをめざす学生等の参加機会の創出 

国際イノベーション会議「Hack Osaka」 
イノベーティブな製品・サービスやプロジェクトを大阪から世界に向けて発信し、世

界中の投資家、企業から注目を集める国際会議を開催 

英語のホームページ、SNSによる情報発信 
本事業の取組みと大阪の技術や人材をホームページ、SNS、動画配信を英語で広く国

内外に情報発信。 

研究会 
特定の技術やテーマをもとに研究会を実施し、プロジェクト創出をめざす 

実証実験支援 
開発中の製品・サービスのモニタリングや検証など、ビジネス創出をめざした実証実

験を支援 

資金獲得支援 
有望なプロジェクトに対して、資金を獲得するためにビジネスプランのブラッシュ

アップやベンチャーキャピタルへつなぐなどの支援を実施 

バイリンガル人材の配置 
運営スタッフに英語堪能な人材を配置するとともに、外国語を学び、グローバルに

活動することをめざす学生等の参加機会の創出。 

国際イノベーション会議「Hack Osaka」 
イノベーティブな製品・サービスやプロジェクトを大阪から世界に向けて発信し、

世界中の投資家、企業から注目を集める国際会議を開催。 

英語のホームページ、SNSによる情報発信 
本事業の取り組みと大阪の技術や人材をホームページ、SNS、動画配信を英語で広く

国内外に情報発信。 

研究会 
特定の技術やテーマをもとに研究会を実施し、プロジェクト創出をめざす環境を整える。 

実証実験支援 
開発中の製品・サービスのモニタリングや検証など、ビジネス創出をめざした実証実験

を支援（環境整備など）。 

ピッチイベント（資金獲得、支援先発掘支援） 
有望なプロジェクトに対して、資金獲得や支援者との出会いを支援するためにピッチイ

ベントを数多く開催。 

イノベーション人材の参加拡大 
成功事例を増やすため、イノベーション創出活動に参加する人材を増やす。 

海外イノベーション拠点等との連携強化 
海外の資源の呼び込み、海外への展開支援の前提となるイノベーション拠点間の情

報の往来を可能とするルートを構築。 

アクセラレーションプログラム 
メンタリングや適切な支援者との連携をアレンジし、ビジネスプランの実現を加速させ

る。 
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③－２　グローバルイノベーション人材発掘 ③－２　グローバルイノベーション人材発掘

■   グローバルレベルでの経験を提供することにより、既存の枠組みに囚われずに、熱意を持ってイノベーションに取り組む人材を発
掘

Ａ
・シリコンバレーツアー参加をきっかけに起業した人材がいる。

■   グローバルレベルでの経験を提供することにより、既存の枠組みに囚われずに、熱意を持ってイノベーションに取り組む人材を発掘。

■   直接、成功した起業家等と接する機会をつくり、進取の精神で新たな事業に挑戦する起業家マインドを醸成 Ａ
・国際会議などで先輩起業家の体験談を披露

■   直接、成功した起業家等と接する機会をつくり、進取の精神で新たな事業に挑戦する起業家マインドを醸成。

■   変化の激しいグローバルビジネスに挑戦できる基礎、実践両面の知識の習得機会を提供 Ａ ・ジェトロのグローバルビジネスの教育講座を共催。 ■   変化の激しいグローバルビジネスに挑戦できる基礎、実践両面の知識の習得機会を提供。

【取り組み】 【取り組み】

―

・国際会議はマインド醸成にも有効であるため、改定を機に明記。

・革新的な製品・サービスが次々に生まれている世界の状況を、その現場で活躍する起業家やシードアクセラレーターなどの支援者から直接
聞く機会を設けることで、自ら事業を起こし世界に挑戦する意欲を喚起する。

Ａ

・シリコンバレーツアー参加をきっかけに起業したり事業の転機となった
人材がいる。

・新事業の立ち上げや起業を志す若者の発掘、後押しのため、事業立ち上げに必要となる基本的なノウハウの提供や、事業計画のコン
テスト等を行うとともに、シリコンバレーをはじめ海外での実践的研修を受ける機会を提供する

・新事業の立ち上げや起業を志す若者の発掘、後押しのため、事業立ち上げに必要となる基本的なノウハウの提供や、事業計画のコンテスト
等を行うとともに、シリコンバレーをはじめ海外での実践的研修を受ける機会を提供する。

Ａ

・国際会議などで先輩起業家の体験を紹介。

・グローバルな観点から新しい事業の創造に挑戦する人材を発掘するため、世界の最先端で活躍する専門家等によって、最新技術や市
場動向などの勉強会を開催する

・グローバルな観点から新しい事業の創造に挑戦する人材を発掘するため、世界の最先端で活躍する専門家等によって、最新技術や市場動向
などの勉強会を開催する。

Ａ

・ジェトロのグローバルビジネスの教育講座を共催。

・グローバルなビジネス活動に必要なスキルの獲得をめざす実践的講座や、拡大するアジア市場進出に向けた現地制度の習得など、グ
ローバル人材に必要な知識とノウハウを提供するため、専門家、大学等と連携する

・グローバルなビジネス活動に必要なスキルの獲得をめざす実践的講座や、拡大するアジア市場進出に向けた現地制度の習得など、グローバ
ル人材に必要な知識とノウハウを提供するため、専門家、大学等と連携する。

８　推進に向けて ８　推進に向けて

関西イノベーション国際戦略総合特区の規制緩和等も活用しながら、府市の役割分担を行いながら、イノベーション創出の場としくみ
づくりに取り組む

関西イノベーション国際戦略総合特区、関西圏国家戦略特区の規制緩和等も活用し、産学官金協調のもと、イノベーション創出の場としくみづくり
に取り組む。

事業の推進、評価の体制を整備するとともに、毎年の成果を評価することによって、事業の最適化を行いながらＰＤＣＡシステムを着
実に実施する。

事業の推進、評価の体制を整備するとともに、毎年の成果を評価することによって、事業の最適化を行いながらＰＤＣＡシステムを着実に実
施する。

平成25～27年度3カ年の成果を検証することによって、4年目以降の事業の在り方を精査し、事業効果の最大化をめざす 平成28～30年度3カ年の成果を検証することによって、31年度以降の事業の在り方を精査し、事業効果の最大化をめざす。

■   国際戦略総合特区の活用等を通じた府市の役割分担

・ 府市協調して規制緩和、税制優遇等の特区制度を活用し､イノベーション創出の阻害要因の除去に努める

・ うめきたにおける事業は、広域的な経済発展を牽引する事業として推進する

・ 当面の事業は、市を中心に実施し、薬事戦略相談は府を中心に検討する等、府市が適切に役割分担を行いながら推進する

■   推進のためのしくみ ■   推進のためのしくみ

 イノベーション創出にかかる総合的かつ組織横断的な取組みの推進と、うめきたにおける拠点の運営総括を担う組織を設置する 体制を整備する。

・関西域から広く資源を集めスケールメリットを生みながら効果的に事業を進めるため、関西の他の自治体や経済団体などに対して積極的に
連携をはたらきかけ、協調した事業の実現に努めていく。

 本基本方針の効果的な推進にむけ、専門的見地からの意見の反映、ならびに適切な事業の評価を行うため、実績豊富な専門家から構
成される評議会を条例設置する

実績豊富な専門家から構成される評議会を条例設置し、専門的見地からの意見の聴取、ならびに適切な事
業の評価を行う。

■   イノベーション・エコシステムの立ち上げから成熟に向けた、官民の役割について ■   イノベーション・エコシステムの立ち上げから成熟に向けた、官民の役割について

 草創期として、開始から３年間、市が中心となって事業を推進し、グローバル展開を見込まれる成功ケースをつくりだす

 イノベーション・エコシステムの定着を図りながら､段階的に民間主体の活動へ移行をめざす

てきたが、今後はイノベーション・エコシステムの構築を進めながら､段階的
に民間主体の活動へ移行をめざす。

海外ワークショップ 
シリコンバレーをはじめとして、海外で投資家等に対して英語でビジネスプランを発

表する研修を通じてグローバルに通用するスキルを習得 

イノベーションセミナー 
世界的なイノベーターを招き、自身の経験や考え方、また業界の最新動向を学ぶ

ためのセミナーを開催 

グローバルビジネスセミナー 
グローバルなビジネス戦略づくりや、今後拡大が期待されるアジアビジネスの制
度や最新情報等について学ぶセミナーや情報交換会を開催 

海外ワークショップ 
シリコンバレーをはじめとして、海外で投資家等に対して英語でビジネスプラ

ンを発表する研修を通じてグローバルに通用するスキルを習得。 

イノベーションセミナー 
世界的なイノベーターを招き、自身の経験や考え方、また業界の最新動向を学ぶ

ためのセミナーを開催。 

グローバルビジネスセミナー 
グローバルなビジネス戦略づくりや、今後拡大が期待されるアジアビジネスの
制度や最新情報等について学ぶセミナーや情報交換会を開催。 

国際イノベーション会議「Hack Osaka」 【再掲】 
世界で活躍する起業家や支援者の思想や体験談に触れ、起業・イノベーションマ

インドを醸成し、新たな挑戦者を生み出す。 
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